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今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
　
―
夢
語
り
・
冥
途
語
り
を
中
心
に
―
山
口
康
子
一、
　
本
稿
は
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
引
用
構
造
」
（
本
研
究
報
告
第
三
十
二
号
・
昭
5
8
・
3
）
に
お
け
る
天
竺
部
の
考
察
に
続
い
て
、
こ
れ
に
つ
ぐ
震
旦
部
の
引
用
構
造
の
実
態
解
明
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
竺
部
と
の
比
較
を
明
確
か
つ
有
効
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ま
ず
先
稿
の
方
法
に
従
っ
て
引
用
構
造
を
検
討
し
、
加
え
て
震
旦
部
の
特
色
に
基
づ
く
新
し
い
視
点
を
導
入
し
た
い
。
　
天
竺
部
と
異
な
り
、
震
旦
部
は
、
現
在
ま
で
に
直
接
の
依
拠
資
料
が
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
巻
六
か
ら
巻
十
ま
で
の
五
巻
の
う
ち
巻
八
を
欠
き
、
巻
七
の
3
3
か
ら
4
0
ま
で
は
原
典
か
ら
既
に
な
い
も
の
と
み
ら
れ
、
総
話
数
一
七
四
話
を
数
え
る
。
巻
六
・
七
「
仏
法
」
虚
言
「
孝
養
」
巻
心
「
国
史
」
の
標
題
が
お
そ
ら
く
は
原
典
か
ら
つ
い
て
い
て
、
巻
六
を
除
く
巻
七
・
九
・
十
の
三
巻
は
鈴
鹿
本
が
存
し
、
巻
網
に
も
古
本
系
統
の
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
・
新
宮
城
旧
蔵
本
・
野
村
本
が
存
す
る
。
資
料
的
に
信
頼
性
の
高
い
部
と
い
え
る
。　
震
旦
部
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
主
な
依
拠
資
料
と
し
て
、
三
宝
感
応
要
略
録
・
冥
報
記
・
弘
賛
法
華
伝
・
孝
子
伝
の
四
書
（
い
ず
れ
も
中
国
渡
来
資
料
）
と
俊
頼
髄
脳
が
あ
げ
ら
れ
、
依
拠
し
た
伝
本
の
素
性
も
明
ら
か
に
さ
れ
、
誤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
訳
や
誤
解
の
実
態
に
も
及
ぶ
相
関
関
係
の
解
明
が
精
緻
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
震
旦
部
の
三
分
の
二
近
く
が
中
国
系
の
資
料
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
賀
田
文
献
の
文
章
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
昔
物
語
集
に
は
接
続
語
・
主
格
・
目
的
格
・
指
示
語
等
の
明
示
と
多
用
に
よ
る
独
特
の
文
章
展
開
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
小
峯
和
明
氏
は
、
「
依
拠
資
料
と
今
昔
物
語
集
と
を
明
確
に
分
別
す
る
文
体
の
特
徴
を
形
作
っ
　
　
　
エ
　
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
構
文
法
が
漢
文
訓
読
に
限
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ず
、
和
文
資
料
に
対
し
て
も
み
ら
れ
る
こ
と
も
考
察
さ
れ
た
。
　
と
り
わ
け
本
稿
に
か
か
わ
り
の
あ
る
会
話
文
に
お
い
て
、
主
格
や
人
称
を
明
確
に
す
る
方
法
や
接
続
語
・
指
示
語
に
よ
る
文
の
組
み
立
て
が
仏
典
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
考
え
も
示
さ
れ
、
「
今
昔
物
語
集
の
文
章
が
当
時
の
口
語
体
を
反
映
す
る
も
の
で
も
、
伝
統
的
な
文
章
語
で
も
な
く
、
漢
文
訓
読
法
を
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
調
と
す
る
新
た
に
創
出
さ
れ
た
『
作
ら
れ
た
文
体
』
で
あ
る
」
（
筆
者
抄
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
は
前
に
別
の
角
度
か
ら
拙
稿
に
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
以
上
に
よ
っ
て
、
今
昔
物
語
集
の
文
体
特
徴
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
依
拠
文
献
が
明
確
で
あ
っ
て
も
一
応
切
り
離
し
て
、
独
自
の
も
の
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
五
号
二
二
、
　
地
の
文
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
①
直
接
話
法
会
話
文
と
②
心
中
言
と
を
合
わ
せ
て
「
引
用
文
」
と
呼
び
、
引
用
文
に
お
け
る
会
話
文
と
心
中
言
の
比
率
を
算
出
し
て
表
1
に
示
す
こ
と
、
先
稿
と
同
様
の
方
法
を
と
る
。
①
会
話
文
②
心
中
言
の
認
定
の
方
法
も
銑
端
「
天
竺
部
の
引
用
構
造
」
（
以
還
「
先
稿
天
竺
論
考
」
と
略
称
す
る
）
に
従
う
。
先
聖
天
竺
論
考
に
お
け
る
表
1
と
対
応
す
る
。
以
下
も
天
竺
部
と
の
比
較
の
た
め
先
稿
天
竺
論
考
と
の
対
応
を
明
示
す
る
。
　
震
旦
部
で
は
引
用
文
に
お
け
る
心
中
言
の
比
率
が
比
較
的
高
い
。
全
引
用
文
九
二
二
例
の
う
ち
会
話
文
七
〇
五
例
、
心
中
言
二
一
七
例
で
、
そ
の
砒
埣
は
お
お
よ
そ
三
対
一
で
あ
る
。
天
竺
部
に
お
い
て
は
そ
れ
が
六
対
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
震
旦
部
は
心
中
を
記
す
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
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表
1
に
み
る
と
お
り
、
震
旦
部
各
巻
の
心
中
言
の
比
率
に
相
当
の
開
き
が
み
ら
れ
る
。
巻
六
の
三
割
五
分
か
ら
巻
九
の
一
割
六
分
ま
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
心
中
言
の
比
率
の
高
い
巻
六
は
、
夢
語
り
が
多
い
の
で
あ
る
。
多
く
の
夢
が
「
夢
二
～
ト
見
ル
様
」
「
夢
二
見
ル
ニ
～
ト
見
ル
」
の
よ
う
な
形
式
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
後
に
語
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
当
人
以
外
の
者
も
知
る
よ
う
に
な
り
、
今
昔
物
語
集
の
地
の
文
自
体
が
「
今
昔
～
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
で
括
ら
れ
て
い
る
「
語
り
」
で
あ
る
こ
と
は
大
前
提
（
「
先
稿
天
竺
論
考
」
参
照
）
で
あ
る
が
、
文
章
表
現
上
は
引
用
動
詞
見
ル
を
持
ち
、
認
識
・
知
覚
の
内
容
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
夢
の
引
用
は
心
中
言
と
み
な
し
た
。
夢
の
引
用
は
震
旦
部
全
体
に
及
ん
で
い
て
、
こ
の
こ
と
が
震
旦
部
に
心
中
言
の
多
い
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
　
以
下
、
こ
れ
ら
の
引
用
文
が
各
説
話
に
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
検
討
す
る
。
引
用
文
の
出
現
状
況
を
み
る
た
め
に
、
各
説
寸
寸
に
冒
頭
か
ら
順
次
文
番
号
1
2
3
…
…
を
付
し
、
す
べ
て
の
引
用
文
に
も
出
現
の
順
に
引
用
番
号
①
②
③
…
…
を
付
し
た
。
引
用
文
の
位
置
を
文
番
号
と
引
用
番
号
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
示
す
。
そ
れ
を
図
示
し
た
も
の
を
「
引
用
構
造
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
、
先
稿
天
竺
論
考
と
同
じ
で
あ
る
。
三
、
　
先
に
私
は
天
竺
部
に
み
ら
れ
る
引
用
構
造
の
型
に
五
類
型
を
見
出
し
、
れ
そ
れ
次
の
よ
う
に
名
づ
け
た
。
先
稿
天
竺
論
考
か
ら
転
記
す
る
。
そ
A
会
話
進
展
型
B
山
場
活
写
型
C
末
尾
啓
蒙
型
D
随
所
散
在
型
E
素
語
り
型
※
そ
れ
ぞ
れ
の
型
に
　
お
け
る
引
用
文
の
　
あ
ら
わ
れ
方
を
簡
略
化
し
図
示
し
て
　
み
た
。
　
こ
の
五
型
に
よ
っ
て
天
竺
部
一
～
五
巻
の
引
用
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
震
旦
部
六
～
十
巻
の
場
合
も
こ
の
五
類
型
で
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
五
型
は
実
際
に
天
竺
部
に
み
ら
れ
た
引
用
構
造
か
ら
帰
納
的
に
得
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
引
用
文
の
出
現
状
況
と
し
て
演
繹
的
に
考
え
て
も
、
一
応
の
出
現
状
況
を
尽
く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
震
旦
部
に
お
い
て
も
特
別
な
変
容
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
話
柄
や
内
容
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
震
旦
部
の
特
徴
は
お
の
ず
と
あ
ら
わ
れ
よ
う
。
　
事
実
、
震
旦
部
に
お
い
て
は
、
天
竺
部
、
特
に
巻
二
に
顕
著
で
あ
っ
た
C
末
尾
啓
蒙
型
は
見
出
し
難
く
、
又
B
山
場
活
写
型
も
典
型
的
な
形
で
は
あ
ら
わ
れ
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
か
わ
っ
て
見
出
さ
れ
る
の
は
、
あ
る
個
人
の
特
定
の
体
験
が
長
々
と
語
ら
れ
る
引
用
の
型
で
あ
る
が
、
説
話
末
尾
で
人
々
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、
出
現
の
場
所
も
必
ず
し
も
一
定
し
な
い
。
　
　
　
さ
夢
か
ら
重
め
た
人
、
又
は
蘇
生
し
た
人
が
、
見
た
夢
の
内
容
や
冥
府
の
様
子
を
述
べ
る
も
の
が
多
く
、
引
用
文
自
体
が
長
大
で
内
部
に
二
重
引
用
、
三
重
引
用
の
会
話
文
を
持
つ
も
の
が
目
立
ち
、
引
用
文
内
部
だ
け
に
関
し
て
い
え
ば
A
会
話
進
展
型
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
引
用
構
造
で
あ
る
。
こ
の
形
で
三
世
の
因
縁
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
夢
も
し
く
は
冥
途
の
経
験
の
絶
対
性
は
極
め
て
強
力
で
あ
り
、
夢
を
見
た
人
・
冥
府
か
ら
蘇
っ
た
人
以
外
は
口
を
挿
む
余
地
は
な
い
が
、
そ
の
経
験
内
容
が
絶
対
性
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
経
験
者
そ
の
人
に
は
何
ら
絶
対
性
は
な
い
。
従
っ
て
夢
語
り
・
冥
途
語
り
は
救
済
に
は
な
り
得
ず
、
改
め
て
救
済
の
た
め
の
努
力
の
方
法
や
そ
の
結
末
が
解
説
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
C
末
尾
啓
蒙
型
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
こ
こ
に
、
第
六
番
目
の
類
型
、
F
体
験
談
話
型
を
導
入
し
て
、
A
～
F
の
六
類
型
で
震
旦
部
の
引
用
構
造
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
　
ま
ず
、
新
た
に
加
え
た
F
体
験
談
話
型
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
の
型
は
B
山
場
活
写
型
、
C
末
尾
啓
蒙
型
と
同
様
に
説
話
中
の
一
箇
所
に
引
用
文
が
集
中
す
る
型
で
あ
る
が
、
そ
の
集
中
箇
所
は
必
ず
し
も
山
場
と
も
末
尾
と
も
い
え
な
い
。
説
話
内
容
に
と
っ
て
動
か
し
難
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
引
用
文
に
あ
る
点
で
は
B
・
C
型
と
同
じ
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
異
な
る
性
格
も
有
す
る
。
B
山
場
活
写
型
の
よ
う
に
複
数
の
会
話
文
の
連
続
・
継
起
で
は
な
く
、
工
む
ね
単
一
の
引
用
文
の
中
に
二
重
引
用
会
話
文
が
複
数
ひ
か
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
。
そ
の
点
は
C
末
尾
啓
蒙
型
と
通
じ
る
が
、
C
末
尾
啓
蒙
型
の
引
用
文
の
語
り
手
の
よ
う
に
権
威
を
持
っ
て
啓
蒙
的
に
説
話
末
尾
で
語
る
の
で
は
な
く
、
F
体
験
談
話
型
の
引
用
文
の
語
り
手
は
己
れ
自
身
も
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
不
思
議
な
体
験
を
談
話
す
る
の
で
あ
る
。
例
に
つ
い
て
み
よ
う
。
　
　
巻
七
　
唐
ノ
高
音
ノ
代
、
書
生
書
写
大
般
若
経
語
藍
島
　
一
今
昔
、
震
旦
ノ
唐
ノ
高
鷲
ノ
代
二
、
乾
封
元
年
一
二
人
ノ
書
生
有
リ
、
身
二
重
病
ヲ
受
テ
忽
二
死
ヌ
。
2
一
日
短
夜
ヲ
経
テ
活
テ
語
テ
云
ク
、
①
「
我
レ
死
シ
時
二
、
赤
キ
衣
ヲ
着
タ
ル
冥
官
来
テ
文
牒
ヲ
持
テ
我
レ
ヲ
召
ス
。
即
チ
、
此
ノ
冥
官
二
随
テ
行
ク
ニ
、
大
ナ
ル
城
ノ
門
二
言
ヌ
。
使
者
ノ
云
ク
、
④
『
城
ノ
内
ノ
大
王
ノ
玉
ハ
、
此
レ
、
息
諄
ノ
玉
也
。
彼
ノ
文
牒
ヲ
持
テ
汝
ヲ
召
也
』
ト
。
我
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
驚
キ
怖
レ
テ
我
が
身
ヲ
見
レ
バ
、
右
ノ
手
二
大
光
明
ヲ
放
テ
リ
。
其
ノ
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
三
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
五
号
光
、
直
二
王
ノ
一
二
至
ル
。
此
ノ
光
、
日
月
ノ
光
二
過
タ
リ
。
王
、
此
レ
ヲ
見
テ
驚
キ
性
ム
デ
、
座
ヨ
リ
起
テ
掌
ヲ
合
セ
テ
、
光
ヲ
尋
テ
、
此
レ
ヲ
推
シ
テ
門
ヲ
出
デ
〉
、
我
レ
ヲ
見
給
テ
、
問
テ
宣
ハ
ク
、
⑬
『
汝
ヂ
、
何
ナ
ル
功
徳
ヲ
修
シ
テ
、
右
ノ
手
ヨ
リ
光
ヲ
放
テ
ル
ゾ
』
ト
。
答
テ
云
ク
、
◎
『
我
レ
、
更
二
善
根
ヲ
不
修
ズ
、
亦
、
光
ヲ
放
テ
ル
故
ヲ
不
悟
ズ
』
ト
。
王
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
城
ノ
内
二
還
リ
入
テ
、
一
巻
ノ
書
ヲ
検
ヘ
テ
亦
、
門
二
出
デ
》
、
歓
喜
シ
テ
我
レ
ニ
語
テ
宣
バ
ク
、
⑪
『
汝
ヂ
、
高
宗
ノ
勅
命
二
依
テ
大
般
若
経
十
巻
ヲ
書
写
セ
リ
。
右
ノ
手
ヲ
以
テ
写
シ
ニ
依
テ
其
ノ
手
二
光
明
有
ル
也
』
ト
。
我
レ
、
此
レ
ヲ
聞
ク
時
二
、
其
ノ
事
ヲ
思
ヒ
出
セ
リ
。
王
ノ
宣
バ
ク
、
⑤
『
我
レ
、
汝
ヲ
放
ツ
。
速
二
可
還
シ
』
ト
。
其
ノ
時
二
、
我
レ
、
一
二
申
サ
ク
、
⑮
『
忽
二
一
ツ
ル
道
ヲ
忘
レ
タ
リ
』
ト
。
王
ノ
宣
ハ
ク
、
◎
『
汝
ヂ
光
ヲ
尋
テ
三
二
シ
』
ト
。
然
レ
バ
、
王
ノ
教
へ
口
回
テ
、
光
ヲ
尋
テ
還
ル
ニ
、
旧
宅
二
近
付
ク
。
其
ノ
時
二
、
光
失
セ
テ
、
我
レ
活
ル
事
ヲ
得
タ
ル
也
」
ト
語
テ
、
涙
ヲ
流
シ
テ
泣
キ
悲
ム
。
3
其
ノ
後
、
所
有
ノ
財
宝
ヲ
奔
テ
・
、
大
般
若
経
百
巻
ヲ
書
写
シ
奉
レ
リ
。
　
4
此
レ
ヲ
以
テ
思
フ
ニ
、
国
王
ノ
仰
セ
ニ
依
テ
不
意
二
一
峡
ヲ
書
ケ
ル
人
ノ
功
徳
、
猶
シ
如
此
シ
。
5
何
況
ヤ
、
心
ヲ
蓑
シ
テ
一
部
ヲ
書
キ
タ
ラ
ム
人
ノ
功
徳
可
思
遣
シ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
二
七
第
二
語
の
全
文
を
文
番
号
、
引
用
番
号
を
付
し
た
形
で
示
し
た
。
印
刷
の
都
合
上
、
宣
命
書
き
は
行
わ
な
い
。
こ
の
文
番
号
と
引
用
番
号
の
組
み
合
わ
せ
を
図
示
し
て
引
用
構
造
図
1
に
示
す
。
こ
の
説
話
で
は
冒
頭
の
人
物
紹
介
文
の
後
、
直
ち
に
そ
の
主
人
公
が
語
り
始
め
、
冥
途
の
体
験
を
④
～
◎
の
計
七
例
の
二
重
引
用
会
話
文
を
連
続
的
に
引
用
し
な
が
ら
長
々
と
語
り
続
け
る
。
語
り
終
え
た
ら
後
日
の
行
動
を
記
し
教
訓
を
添
え
て
説
話
が
終
る
。
巻
七
第
二
語
の
説
話
内
容
は
、
書
生
の
冥
途
語
り
に
尽
き
、
説
話
は
、
い
わ
　
一
　巻ユ図造構開弓
号
番
罫
引
号
三
文
1
　
2
　
3
　
4
　
P
O 造構話説の四二第七巻
四
今
昔
：
－
活
テ
語
テ
云
ク
説
話
本
体
1
1
冥
途
語
り
　
A
会
語
進
展
型
引
用
構
造
　
④
～
⑧
（
冥
途
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
）
・
ト
語
テ
：
－
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
ば
二
重
の
額
縁
に
縁
取
ら
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
（
右
図
参
照
）
。
こ
の
二
重
の
額
縁
は
C
末
尾
啓
蒙
型
に
も
見
ら
れ
た
が
、
C
型
の
場
合
に
は
命
名
ど
お
り
末
尾
に
限
ら
れ
、
普
通
、
後
続
文
は
な
い
。
　
勿
論
F
型
に
お
い
て
も
、
体
験
談
話
の
引
用
文
が
末
尾
近
く
に
出
現
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
説
話
が
収
敷
す
る
こ
と
は
な
い
。
例
を
示
そ
う
。
　
　
一
当
　
河
南
ノ
元
ノ
大
宝
、
死
報
告
張
ノ
叡
冊
ノ
夢
語
第
十
五
　
－
今
昔
、
河
南
二
元
ノ
大
宝
ト
云
フ
口
写
ケ
リ
。
2
貞
観
ノ
間
二
、
大
理
ノ
丞
ト
シ
テ
有
り
。
3
此
ノ
人
、
一
二
因
果
ヲ
不
信
ズ
。
4
亦
、
同
僚
二
張
ノ
叡
旨
ト
云
フ
人
指
ケ
リ
。
互
二
目
ト
シ
テ
契
り
深
シ
。
　
5
大
宝
常
二
叡
冊
二
語
テ
云
ク
、
①
「
我
等
二
人
が
中
二
、
若
シ
、
先
キ
刑
死
ナ
ム
者
ハ
、
将
来
ノ
果
報
ノ
善
悪
ヲ
必
ズ
示
シ
令
知
メ
ヨ
」
ト
契
ル
。
6
而
ル
間
、
大
宝
、
貞
観
十
一
年
ト
云
フ
年
、
車
ニ
シ
テ
洛
陽
二
行
ク
問
、
病
ヲ
受
ケ
テ
忽
二
死
ヌ
。
7
叡
冊
ハ
京
師
二
有
テ
、
大
宝
が
死
セ
ル
事
ヲ
未
ダ
不
知
ズ
。
8
而
ル
間
、
一
夜
、
叡
冊
、
夢
二
②
「
大
宝
来
テ
告
テ
云
ク
、
④
『
我
レ
、
既
二
死
タ
リ
。
生
平
リ
シ
時
、
善
悪
ノ
報
有
ル
事
ヲ
不
信
ザ
リ
キ
。
今
、
死
テ
後
④
「
定
メ
テ
善
悪
ノ
報
有
ケ
リ
」
ト
云
フ
事
ヲ
知
ヌ
。
此
ノ
故
二
、
我
レ
、
来
テ
君
門
令
知
シ
ム
。
君
、
専
二
二
業
ヲ
可
修
シ
』
ト
。
叡
冊
、
夢
ノ
内
二
其
ノ
事
ヲ
委
ク
問
フ
ニ
、
大
宝
答
テ
云
ク
、
⑬
『
冥
途
ノ
果
報
ノ
事
、
極
テ
固
ク
シ
テ
旦
ハ
ニ
不
可
宣
ズ
。
只
、
君
二
告
テ
定
テ
報
有
リ
ト
云
フ
事
ヲ
令
知
シ
ム
許
也
』
ト
云
フ
」
ト
見
テ
、
夢
覚
ヌ
。
9
其
ノ
後
、
叡
冊
、
同
僚
二
向
テ
此
ノ
夢
ノ
事
ヲ
語
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
実
否
ヲ
難
知
キ
ニ
依
テ
、
次
ノ
日
行
テ
大
宝
が
事
ヲ
問
フ
ニ
、
大
宝
既
二
死
タ
ル
由
ヲ
知
ヌ
。
　
－
o
然
レ
バ
、
其
ノ
夢
ノ
告
ヲ
家
二
令
尋
問
メ
ケ
リ
、
③
「
生
タ
リ
シ
時
契
リ
深
カ
リ
シ
中
ナ
レ
バ
、
死
テ
後
モ
不
忘
ズ
シ
テ
、
如
此
ク
示
ス
志
シ
哀
レ
也
」
ト
云
テ
ナ
ム
、
一
塁
、
大
宝
ヲ
恋
ヒ
悲
ピ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
巻
九
第
十
五
語
は
引
用
構
造
図
2
に
み
る
と
お
り
全
1
0
文
の
う
ち
末
尾
に
近
い
第
8
文
に
叡
冊
の
夢
の
引
用
が
あ
ら
わ
れ
、
内
部
に
二
重
引
用
④
⑬
、
更
に
④
の
内
部
に
三
重
引
用
④
が
出
現
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
説
話
が
終
了
す
る
こ
と
は
な
く
、
文
番
号
9
の
「
其
ノ
後
」
の
行
動
と
1
0
の
結
末
が
「
語
り
伝
へ
」
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
引
用
構
造
を
持
つ
説
話
を
、
そ
の
変
型
・
応
用
型
も
含
め
て
、
F
体
験
談
話
型
に
分
類
し
、
先
稿
天
竺
論
考
で
見
出
し
た
A
～
E
の
五
類
型
と
あ
わ
せ
て
全
六
類
型
を
用
い
て
震
旦
部
の
引
用
構
造
を
解
明
し
て
ゆ
く
。
こ
の
判
断
は
、
引
用
文
の
多
寡
の
み
な
ら
ず
、
引
用
文
の
出
現
箇
所
と
回
数
の
相
関
性
に
加
え
て
説
話
展
開
に
果
し
て
い
る
引
用
文
の
機
能
と
い
う
内
容
面
も
関
与
す
る
の
で
、
数
値
だ
け
で
な
く
、
分
類
結
果
を
表
H
に
示
す
。
先
稿
天
竺
論
考
の
表
H
に
対
応
す
る
。
　
A
～
F
の
型
の
分
布
は
、
天
竺
部
に
お
い
て
巻
毎
に
特
色
が
み
ら
れ
た
が
、
震
旦
部
に
お
い
て
も
同
様
に
巻
斗
の
特
色
が
著
し
い
。
大
ま
か
に
把
え
て
み
よ
う
。
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
表布分の型の造構開朋揃艦麗H表
15
一
　巻　図造構開弓
馬
着
用
引
　
適
　
⑱
　
⑱
①
　
　
　
②
　
　
③
号
番
謡
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
十
雪
口
0
4
0
2
2
5
3
8
2
8
4
4
7
1
7
3
3
8
1
2
2
3
3
1
18
2
2
4
6
1
0
巻
1
1
7
4
1
0
4
9
巻
0
3
5
4
広
1
L
1
1
8
r
D
3
1
1
6
4
7
巻
8
、
5
6
、
1
3
1
6
4
7
4
q
　
O
ワ
μ
　
　
－
0
4
6
巻
6
7
2
6
2
a
9
日
砿
2
、
5
4
6
8
4
A
F
A
B
F
B
C
D
饗
D
D
E
F
　
D
A
A
B
D
F
F
F
F
十
’
三
日
ち
．
誘蛾羅は
冶
糠駿購表計五
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
五
号
　
巻
六
一
F
に
集
中
、
E
・
A
が
次
ぎ
、
B
・
D
が
更
に
続
い
て
、
C
が
最
低
。
　
巻
七
i
D
・
F
が
並
ん
で
最
高
、
E
が
次
ぎ
、
更
に
A
・
B
最
低
、
C
皆
無
。
　
巻
九
1
D
が
最
高
、
A
・
F
が
次
ぎ
、
更
に
E
、
続
い
て
B
。
C
は
皆
無
。
　
巻
十
l
A
が
最
高
、
B
・
E
が
次
ぎ
、
更
に
D
が
続
き
、
C
・
F
は
最
低
。
右
の
と
お
り
、
各
巻
に
よ
っ
て
優
位
を
占
め
る
引
用
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
F
型
の
出
現
状
態
で
あ
る
。
簡
略
に
図
示
し
よ
う
。
巻
　
最
優
位
　
　
第
二
位
　
　
第
三
位
　
　
最
低
位
　
　
皆
無
六
　
　
⑰
七
　
D
・
⑮
九
　
　
D
十
　
　
A
　
　
コ
A
・
E
　
　
〔
働
A
・
⑪
B
●
璃
　
　
〔
B
・
D
A画〔D
　
C
　
B
　
　
　
　
C
　
B
　
　
　
　
C
C
・
⑮
民宿㏄襲三面
　
出
現
の
多
寡
を
相
対
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
F
型
の
分
布
に
特
色
が
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
C
型
は
い
ず
れ
の
巻
で
も
少
な
く
、
こ
の
型
が
天
竺
部
、
特
に
巻
上
の
特
徴
的
な
引
用
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
想
起
さ
れ
る
。
又
E
素
語
り
型
が
ど
の
巻
に
も
ほ
ぼ
安
定
し
た
位
置
を
保
ち
、
震
旦
部
引
用
構
造
の
一
つ
の
基
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
先
稿
天
竺
論
考
に
な
ら
っ
て
引
用
構
造
の
型
の
県
別
比
率
を
表
m
に
示
す
。
壮
盛
天
竺
　
　
　
　
　
　
論
考
表
m
に
対
応
す
る
。
　
F
型
は
巻
六
で
ほ
ぼ
半
数
と
い
う
圧
倒
的
な
出
現
状
況
を
示
す
が
、
巻
七
で
は
D
随
所
散
在
型
と
並
び
、
三
九
で
は
D
随
所
散
在
型
・
A
会
話
進
展
型
に
押
さ
れ
、
巻
斗
で
は
僅
か
一
説
話
と
激
減
し
、
A
型
が
圧
倒
的
に
な
る
。
B
・
C
型
は
、
引
用
文
の
種
類
や
出
現
箇
所
が
異
な
る
だ
け
で
引
用
構
造
と
し
て
は
F
型
と
同
質
で
あ
る
か
ら
、
B
・
C
・
F
の
三
型
で
一
つ
の
類
型
を
成
し
、
そ
の
内
部
分
類
と
い
う
性
格
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巻
に
よ
る
型
の
偏
り
は
巻
の
内
容
と
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
　
更
に
、
天
竺
部
と
の
比
較
の
た
め
、
引
用
率
の
巻
別
分
布
図
を
示
す
。
先
夕霜糊勤細細
弓皿表
均
平
1
5
1
6
7
1
6
1
0
巻
o
o
4
0
5
0
2
2
5
0
2
00
Q
o
o
2
0
」5
0
2
9
巻
5
2
6
2
6
2
8
2
2
1
5
7
巻
oo
00
o
o
1
5
00
6
巻
5
8
1
4
Q
J
　
　
8
3
　
　
0
8
　
　
ワ
臼
0
8
2
4
2
1
0
6
7
1
6
8
3
4
5
ﾏ
A
ﾏ
B
ﾏ
C
ﾏ
D
ﾏ
E
ﾏ
F
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稿
天
竺
論
考
図
A
に
対
応
す
る
。
黒
点
の
位
置
に
よ
っ
て
各
説
話
の
引
用
率
を
示
す
。
同
率
の
説
話
が
複
数
存
す
る
場
合
は
横
並
び
に
記
し
た
。
引
用
構
造
の
型
だ
け
で
は
な
く
、
引
用
率
の
分
布
に
も
巻
毎
に
大
き
く
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
る
が
、
こ
れ
も
F
型
の
出
現
状
況
と
大
き
く
相
関
す
る
。
町端欝線
図
表
1
0
巻
　
　
　
■
　
　
　
　
・
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
・
　
　
O
　
　
　
●
●
●
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
・
●
●
　
●
・
　
●
　
　
　
　
　
●
●
　
　
●
●
●
3
…
：
●
…
●
．
●
●
・
●
…
・
●
9
巻
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
・
　
・
…
　
　
●
．
●
●
．
3
。
・
●
・
：
．
●
●
。
・
●
　
．
7
巻
　
　
●
　
・
　
　
　
　
　
“
●
　
●
　
　
　
　
　
・
　
●
　
　
●
・
．
　
O
　
．
．
●
●
●
　
・
。
　
●
●
●
●
　
　
・
　
●
・
●
．
●
・
・
●
・
●
●
●
・
●
●
・
・
．
●
●
●
●
●
　
　
・
6
巻
㎜
㎜
・
。
8
。
7
。
6
。
5
。
如
・
。
2
。
m
・
四
、
　
前
項
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
震
旦
部
に
お
け
る
引
用
構
造
の
特
色
は
、
と
り
わ
け
て
F
体
験
談
話
型
に
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
型
は
巻
に
よ
る
偏
在
も
甚
だ
し
く
、
巻
六
に
極
端
な
出
現
を
み
せ
た
後
次
第
に
出
現
率
を
減
・
じ
て
巻
十
に
は
僅
か
に
一
例
の
み
を
み
る
こ
と
前
項
の
と
お
り
で
あ
る
。
F
型
に
お
い
て
は
体
験
談
話
の
中
心
を
な
す
大
む
ね
長
文
の
引
用
文
が
最
低
一
箇
所
は
存
す
る
が
、
そ
の
体
験
の
内
容
は
夢
体
験
か
冥
途
体
験
で
あ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
が
多
い
。
夢
に
み
た
事
、
或
い
は
冥
途
で
の
体
験
を
、
悟
め
た
後
、
蘇
っ
た
後
に
、
そ
の
体
難
中
の
会
話
文
を
二
重
引
用
で
豊
富
に
引
用
し
な
が
ら
、
あ
た
か
も
眼
前
す
る
が
如
く
に
生
き
生
き
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
震
旦
部
に
特
徴
的
な
、
こ
の
夢
語
り
・
冥
途
語
り
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
震
旦
部
引
用
構
造
解
明
の
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
　
勿
論
、
夢
語
り
・
冥
途
語
り
は
、
必
ず
F
型
引
用
構
造
の
説
話
の
中
に
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
そ
の
傾
向
が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
震
旦
部
に
お
い
て
、
夢
・
冥
途
が
語
ら
れ
て
い
る
説
話
を
全
一
七
四
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
抽
出
し
、
表
W
と
し
て
示
す
。
比
喩
と
し
て
「
夢
ヲ
見
ル
が
如
ク
一
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
3
0
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
除
外
し
た
。
実
際
に
地
霊
は
冥
途
が
語
ら
れ
て
い
る
説
話
に
限
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
説
話
は
、
夢
関
係
4
3
話
5
5
事
例
、
（
同
一
説
話
の
中
に
複
数
の
夢
語
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
出
現
す
る
事
例
が
あ
る
の
で
話
数
と
事
例
数
は
一
致
し
な
い
。
）
冥
途
関
係
40
b
4
4
事
例
で
あ
る
。
両
者
が
重
複
す
る
の
は
、
七
3
・
2
3
・
3
2
・
4
7
、
九
1
5
・
2
2
・
2
5
・
3
2
の
計
八
話
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
説
話
は
引
用
構
造
の
面
か
ら
み
る
時
、
ど
の
よ
う
な
型
の
分
布
を
示
す
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
表
V
と
し
て
示
す
。
夢
語
り
に
お
い
て
三二騰至論V表
表
W
　
夢
・
冥
途
関
係
説
話
一
覧
巻
夢
計
冥
　
　
途
計
六
2
、
6
、
1
3
、
1
5
（
3
）
、
1
8
1
9
（
2
）
、
2
2
、
2
3
、
2
5
、
2
8
3
6
、
3
8
（
4
）
、
4
0
（
2
）
、
4
4
（
3
）
、
4
5
、
4
6
函
愚
七
1
、
③
、
4
（
2
）
、
5
、
1
0
1
2
、
1
3
、
2
0
、
2
1
、
⑳
（
2
）
2
5
、
⑫
、
⑰
趨
2
、
③
、
8
、
9
、
1
9
、
2
2
⑬
、
3
0
、
3
1
、
⑫
、
4
2
（
2
）
4
6
、
⑰
、
4
8
脇
九
3
、
⑮
、
1
6
、
1
8
、
⑫
、
⑳
⑫
、
3
3
（
2
）
、
4
3
、
4
4
、
4
6n
ω
1
4
、
⑮
、
1
7
、
1
9
、
⑳
、
⑳
2
7
、
2
8
、
2
9
、
3
0
（
2
）
、
3
1
⑫
、
3
4
（
3
）
贔
十
1
1
、
1
4
、
2
3
3
ω
計
愚
40
ﾖ
各
欄
の
数
字
は
、
説
話
番
号
を
示
す
。
（
）
内
の
数
字
は
、
一
話
内
に
引
用
さ
れ
る
事
例
数
を
示
す
。
○
は
、
夢
・
冥
途
の
両
方
に
閲
聴
す
る
説
話
の
番
号
。
計
の
欄
は
、
各
々
の
説
話
数
．
0
内
は
事
例
数
を
示
す
。
計
25
15
12
3
55
13
15
1
6
1
1
F
16
9
7
1
）
3
％
3
0
⑯
11
10
4
4
）
2
％
3
7
2
（
E
1
1
1
1
D
2
3
1
6
2
1
3
CB
3
2
5
A
3
1
4
2
）
0
％
1
0
0
q
1
3
4
）
8
跳
α
型
巻
6
7
9
10
計
6
7
9
10
計
夢
　
語
　
り
冥
途
語
り
も
冥
途
語
り
に
お
い
て
も
F
型
へ
の
集
中
が
著
し
く
、
夢
語
り
で
六
割
、
途
語
り
で
七
割
強
が
F
型
の
引
用
構
造
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
冥
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
五
号
八
　
引
用
構
造
が
F
型
に
集
中
す
る
だ
け
で
な
く
、
夢
語
り
・
冥
途
語
り
に
お
い
て
は
、
引
用
形
式
も
極
端
に
類
型
化
し
て
い
る
。
夢
・
冥
途
を
語
る
場
合
の
語
り
口
は
、
今
昔
物
語
集
震
旦
部
に
お
い
て
極
め
て
固
定
的
で
あ
る
。
基
本
的
な
形
式
が
あ
っ
て
、
そ
の
若
干
の
変
型
と
応
用
型
に
尽
き
る
。
冥
途
語
り
か
ら
用
例
を
示
そ
う
。
　
　
　
巻
六
　
張
ノ
居
道
、
書
写
四
巻
遠
逝
活
語
第
四
十
一
　
－
今
昔
、
震
旦
二
、
温
洲
ノ
掌
中
ト
シ
テ
張
ノ
居
道
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
2
女
子
の
事
二
恩
テ
猪
・
羊
・
鵬
・
鴨
等
ヲ
敬
ス
。
　
3
其
後
、
未
ダ
一
旬
ヲ
不
経
ル
程
二
、
居
道
、
病
ヲ
受
テ
扁
閾
］
。
4
三
夜
ヲ
経
テ
圏
］
、
國
芸
園
囹
、
①
「
我
レ
、
初
学
死
シ
時
、
見
レ
バ
、
四
人
ノ
人
魚
レ
リ
。
懐
ノ
中
ヨ
リ
一
張
ノ
文
書
ヲ
抜
キ
出
デ
、
居
道
二
示
シ
テ
云
ク
、
④
『
此
レ
ハ
、
汝
が
敏
セ
ル
所
ノ
猪
・
羊
・
鵬
・
鴨
等
ノ
同
語
訴
ヘ
テ
云
ク
、
④
「
我
等
ハ
、
前
身
二
長
湯
テ
、
今
、
畜
生
ノ
身
ヲ
受
理
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
命
限
有
リ
。
而
ル
ニ
、
画
道
が
為
二
非
分
人
命
ヲ
被
奪
タ
リ
」
ト
。
此
レ
ニ
依
テ
、
汝
ヲ
召
ス
也
』
ト
云
テ
、
打
チ
縛
テ
将
去
ル
。
一
ツ
道
ヲ
北
二
向
テ
行
ク
間
、
路
ノ
中
ニ
シ
テ
、
此
ノ
副
ヘ
ル
使
、
我
レ
ニ
云
ク
、
⑧
『
汝
ヂ
、
未
ダ
死
ノ
期
二
不
至
ズ
。
何
ナ
ル
方
便
ヲ
底
力
活
ル
事
ヲ
可
得
キ
』
ト
。
居
着
が
云
ク
、
◎
『
実
二
、
自
ラ
敬
生
セ
ル
事
ヲ
思
ヘ
バ
、
極
テ
傷
心
シ
』
。
使
ノ
云
ク
、
⑪
『
汝
ヂ
敏
セ
ル
所
多
シ
ト
云
ヘ
ド
ぞ
、
其
ノ
致
セ
ル
生
類
ノ
為
二
心
ヲ
薮
シ
テ
④
『
四
巻
ノ
金
光
明
経
プ
書
写
シ
奉
ラ
ム
』
ト
願
セ
バ
免
ル
、
事
ヲ
得
テ
ム
』
ト
。
居
道
、
此
ノ
教
ヘ
ヲ
聞
テ
、
再
ビ
、
其
ノ
事
ヲ
唱
フ
。
年
間
、
遂
二
城
ノ
内
二
至
ヌ
。
見
レ
バ
、
廉
ノ
前
二
元
数
億
ノ
罪
人
有
リ
、
皆
悲
ミ
痛
ム
。
其
ノ
音
ヲ
聞
ク
ニ
、
五
道
恐
ヂ
怖
ル
〉
嘉
元
限
シ
。
其
ノ
時
二
、
使
、
半
道
ヲ
将
参
レ
ル
由
ヲ
王
二
申
ス
。
王
、
此
ノ
猪
・
羊
・
鵬
・
鴨
等
ノ
訴
ヘ
ノ
状
ヲ
以
テ
画
道
二
尊
シ
給
。
居
道
が
云
ク
、
⑤
『
我
レ
、
敏
セ
ル
所
実
也
、
更
二
陳
ブ
ル
所
元
シ
。
但
シ
、
我
レ
願
ク
ハ
敏
セ
ル
所
ノ
猪
・
羊
・
鵬
・
鴨
等
ノ
為
二
四
巻
ノ
金
光
明
経
ヲ
書
写
・
供
養
セ
ム
ト
思
フ
』
ト
。
其
ノ
時
二
、
此
ノ
敏
レ
タ
ル
所
ノ
生
類
、
皆
、
此
ノ
功
徳
心
々
テ
、
各
、
業
二
随
テ
形
ヲ
化
シ
ツ
。
王
亦
、
此
レ
ヲ
聞
キ
給
テ
、
歓
喜
シ
テ
居
道
ヲ
生
ク
路
二
還
シ
給
フ
。
此
レ
ニ
依
テ
、
我
レ
活
ル
也
」
［
網
引
。
　
5
其
後
、
心
ヲ
蔽
シ
テ
忽
二
四
巻
ノ
金
光
明
経
ヲ
書
写
・
供
養
シ
奉
り
ツ
。
6
、
此
レ
ヲ
聞
ク
人
一
百
余
人
、
致
生
ヲ
断
チ
肉
食
ヲ
止
メ
タ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
　
十
六
第
四
十
一
語
は
張
ノ
居
道
が
死
後
三
日
を
経
て
蘇
生
し
、
④
）
～
⑭
の
二
重
引
用
会
話
文
を
含
む
長
大
な
冥
途
語
り
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
引
用
文
は
文
番
号
4
の
中
に
引
用
さ
れ
る
①
だ
け
で
あ
る
が
、
説
話
内
容
も
又
こ
の
①
会
話
文
に
尽
き
る
も
の
で
、
典
型
的
な
F
型
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
長
い
冥
途
語
り
は
説
話
本
文
中
に
、
上
下
に
引
用
動
詞
を
持
つ
心
骨
形
式
の
直
接
話
法
で
ひ
か
れ
、
引
用
動
詞
語
ル
を
持
つ
が
、
そ
の
会
話
文
を
呼
び
出
す
語
り
口
も
又
固
定
的
で
あ
る
。
冥
途
語
り
に
は
、
例
文
中
に
［
目
］
を
つ
け
た
よ
う
な
言
い
ま
わ
し
が
固
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
冥
途
は
、
「
…
…
死
ヌ
。
…
活
テ
語
テ
云
ク
～
ト
語
ル
」
と
い
う
定
ま
っ
た
語
り
口
で
常
に
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
本
型
と
し
て
そ
の
変
型
や
応
用
型
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
数
も
少
な
く
変
型
・
応
用
の
幅
も
小
さ
い
。
夢
語
り
に
お
い
て
も
同
様
の
様
相
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
型
と
そ
の
変
型
・
応
用
型
を
示
そ
う
。
（
）
内
に
該
当
す
る
説
話
番
号
を
例
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
D
　
　
　
C
　
　
　
　
　
」
U
夢
語
り
基
本
型
　
　
夢
ニ
ー
ト
見
テ
夢
覚
ヌ
変
型
i
基
本
型
の
a
～
d
の
各
要
素
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
か
又
は
　
　
　
　
順
序
が
転
換
す
る
。
変
型
ア
変
型
イ
変
型
ウ
変
型
工
変
型
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
ニ
ー
ト
思
フ
程
二
夢
覚
ヌ
（
九
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
夢
二
見
ル
ー
。
夢
覚
メ
テ
（
六
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
ニ
ー
ト
。
夢
覚
メ
テ
、
（
九
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
ニ
ー
ト
見
ケ
リ
。
（
七
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
ニ
ー
ト
。
（
六
1
5
）
c
別
語
b
ナ
シ
。
位
置
転
換
。
ナ
シ
d
ナ
シ
。
、
d
ナ
シ
応
用
型
i
基
本
型
の
型
に
対
応
せ
ず
、
別
の
語
り
口
で
夢
を
語
っ
て
　
　
　
　
い
る
。
こ
れ
は
少
数
で
次
に
示
す
七
説
話
の
み
で
あ
る
。
　
応
用
ア
　
夢
二
見
給
ク
ー
ト
。
（
六
1
3
）
　
応
用
イ
　
夢
ノ
如
ク
ニ
見
レ
バ
　
　
ト
。
（
九
2
2
、
同
種
用
例
九
2
5
・
六
1
3
）
　
応
用
ウ
　
宣
ク
「
一
夢
ノ
中
二
一
」
ト
宣
テ
（
六
6
、
同
種
用
例
九
4
3
）
　
応
用
エ
　
夢
二
・
－
ヲ
見
ル
ニ
…
…
（
六
4
0
）
地
の
文
の
形
で
夢
を
語
る
。
a
し
じ
　
　
　
　
　
C
』
U
　
　
e
冥
途
語
り
基
本
型
　
死
ヌ
。
…
活
テ
語
テ
云
ク
　
　
ト
語
ル
　
　
　
変
型
　
　
基
本
型
の
a
～
e
の
各
要
素
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
か
又
は
　
　
　
　
　
　
　
　
順
序
が
転
換
し
た
り
反
復
さ
れ
て
い
た
り
同
義
の
類
語
　
　
　
　
　
　
　
　
退
し
く
は
別
表
現
に
置
換
さ
れ
た
聴
し
て
訟
る
。
　
　
　
　
変
型
ア
　
死
ヌ
。
…
冥
途
二
至
テ
…
云
ク
ー
ト
。
…
・
－
活
テ
此
事
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
り
ケ
リ
（
六
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押
殺
シ
ツ
。
…
蘇
テ
…
語
テ
云
ク
ー
ト
云
テ
具
二
障
事
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
語
ル
（
七
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
ヌ
…
活
テ
…
具
二
冥
途
ノ
言
ヲ
伝
フ
。
（
九
3
0
）
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
型
イ
　
死
ヌ
。
…
活
テ
語
テ
云
ク
ー
ト
。
（
七
2
2
）
e
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
型
ウ
　
死
ヌ
。
…
活
テ
…
語
テ
云
ク
ー
ト
。
（
九
3
1
）
d
e
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
変
型
工
　
絶
入
ヌ
…
見
レ
バ
　
　
。
亦
活
ヌ
。
（
九
3
4
）
c
d
e
ナ
シ
今
昔
物
語
集
震
旦
部
の
引
用
構
造
（
山
口
）
　
　
　
応
用
型
一
冥
途
を
語
る
と
い
う
よ
り
も
死
後
の
世
界
を
語
る
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
発
想
で
視
点
の
違
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
応
用
ア
　
冥
途
の
使
い
と
出
会
う
（
使
い
の
言
辞
に
よ
り
冥
途
を
語
　
　
　
　
　
　
　
　
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
人
ノ
人
二
値
ヌ
。
…
語
テ
云
ク
　
　
ト
云
畢
テ
去
ヌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
2
9
、
九
3
2
）
　
　
　
　
応
用
イ
　
前
世
語
り
（
死
者
が
転
生
後
の
世
界
を
語
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
女
二
士
テ
云
ク
　
　
ト
云
畢
テ
走
り
出
ヌ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
1
7
、
九
1
9
も
同
様
、
七
3
は
夢
語
り
）
　
　
　
　
応
用
ウ
　
地
獄
語
り
（
神
と
共
に
地
獄
に
行
き
実
見
し
た
語
り
口
に
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
…
僧
・
願
・
神
ト
共
二
割
ヲ
出
テ
…
ー
ト
。
…
僧
廟
令
二
有
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
事
ヲ
具
二
語
ル
（
七
1
9
）
　
　
　
　
応
用
工
　
死
者
と
出
会
う
（
死
者
の
言
辞
に
よ
り
冥
途
を
語
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
道
明
筆
陣
二
死
ヌ
。
其
後
…
失
ニ
シ
同
法
ノ
道
明
立
テ
リ
。
…
　
　
　
　
　
　
　
　
「
…
死
テ
後
、
…
。
　
　
　
　
（
七
3
2
、
九
1
5
、
2
2
は
夢
語
り
）
　
夢
語
り
・
冥
途
語
り
、
い
ず
れ
も
応
用
型
は
事
例
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
全
話
を
示
し
た
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
基
本
型
及
び
そ
の
変
型
に
極
端
に
事
例
が
集
中
す
る
。
変
型
は
基
本
的
に
は
基
本
型
と
同
型
な
が
ら
、
そ
の
要
素
の
一
部
を
欠
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
語
り
の
形
式
の
発
想
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
要
素
数
の
多
い
冥
途
語
り
の
方
に
よ
り
変
型
が
生
じ
や
す
い
の
も
又
当
然
で
あ
ろ
う
。
表
珊
に
ま
と
め
た
と
お
り
、
基
本
型
と
そ
の
変
型
で
、
夢
語
り
で
8
7
パ
ー
セ
ン
ト
、
冥
途
語
り
で
8
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
多
き
を
占
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事
実
は
、
夢
を
語
る
に
し
て
も
冥
途
を
語
る
に
し
て
も
あ
る
定
ま
つ九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
三
五
号
型のり語の
け
ツ
ロ
リ
吾
語
。
。
ロ
途
夢
冥表
型
魍
4
3
）
7
跳
q
4
5
）
9
慨
②
訳
内
型
変
8
4
3
）
5
％
－
御
4
8
7
）
9
％
－
ゐ
・
4
q
型
本
基
13
11
6
3
）
3
％
り
Q
O
6
9
3
4
）
6
％
1
3
6
（
数
総
25
15
12
3
55
13
15
16
0
44
型
巻
6
7
9
10
計
6
7
9
10
計
夢
　
　
語
　
　
り
冥
途
語
り
た
語
り
口
で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
夢
に
し
て
も
蘇
生
者
の
冥
界
体
験
に
し
て
も
、
日
常
性
か
ら
か
け
離
れ
た
特
異
な
体
験
で
あ
る
。
そ
う
い
う
体
験
は
あ
る
定
ま
っ
た
語
り
口
で
告
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
異
性
の
意
味
を
よ
り
強
く
訴
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』
の
よ
う
な
説
話
集
に
お
け
る
個
々
の
説
話
は
ご
く
短
篇
で
あ
る
か
ら
、
夢
・
冥
途
な
ど
の
異
質
の
世
界
へ
の
導
入
に
特
に
筆
を
さ
く
ゆ
と
り
は
な
い
。
定
ま
っ
た
語
り
口
で
く
り
か
え
し
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
テ
ー
マ
音
楽
の
よ
う
に
、
異
常
体
験
へ
の
感
情
移
入
を
容
易
に
す
る
と
い
う
表
現
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
　
震
旦
部
に
は
表
m
で
み
た
と
お
り
E
素
語
り
型
に
強
い
安
定
傾
向
が
あ
る
。
各
巻
と
も
一
割
五
分
か
ら
二
割
程
度
有
し
て
お
り
、
引
用
文
へ
の
依
存
度
が
そ
れ
だ
け
低
い
と
い
え
る
。
こ
の
事
実
は
大
半
の
説
話
が
漢
文
の
依
拠
文
献
を
持
つ
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
点
は
追
求
し
な
い
。
一
〇
　
夢
語
り
・
冥
途
語
り
を
持
つ
説
話
は
大
む
ね
F
体
験
談
話
型
の
引
用
構
造
を
持
ち
、
長
大
な
会
話
文
を
引
用
す
る
。
こ
の
会
話
文
中
に
複
数
の
二
重
引
用
会
話
文
が
み
ら
れ
そ
の
構
造
は
大
む
ね
A
会
話
進
展
型
で
あ
る
。
即
ち
、
F
型
は
そ
の
内
部
に
A
型
を
抱
え
こ
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
A
型
こ
そ
引
用
文
利
用
の
語
り
口
の
原
点
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
震
旦
部
の
引
用
文
の
利
用
の
態
度
・
引
用
構
造
に
は
明
確
に
分
か
れ
る
二
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
引
用
文
に
依
存
し
な
い
説
話
が
相
当
数
み
ら
れ
る
一
方
、
引
用
文
を
利
用
す
る
説
話
は
徹
底
的
に
そ
の
表
現
に
頼
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
、
　
以
上
、
震
旦
喪
服
六
か
ら
七
十
ま
で
、
巻
八
を
欠
い
て
計
四
巻
に
お
け
る
引
用
構
造
を
分
析
し
た
。
先
稿
天
竺
論
考
に
お
い
て
発
見
し
た
五
つ
の
型
、
A
会
話
進
展
型
、
B
山
場
活
写
型
、
C
末
尾
啓
蒙
型
、
D
随
所
散
在
型
、
E
素
語
り
型
の
五
種
目
加
え
て
、
新
た
に
F
体
験
談
話
型
を
見
出
し
、
計
六
種
の
型
を
用
い
て
震
旦
部
の
各
説
話
の
引
用
構
造
を
整
理
し
た
。
こ
の
六
種
の
う
ち
、
B
型
C
型
及
び
新
た
に
加
え
た
F
型
の
三
種
は
、
い
ず
れ
も
説
話
中
の
あ
る
特
定
の
一
箇
所
に
引
用
文
を
集
中
し
て
用
い
て
表
現
効
果
を
あ
げ
て
い
る
型
で
、
引
用
箇
所
や
引
用
文
数
、
二
重
引
用
の
有
無
、
更
に
は
引
用
文
の
種
類
や
表
現
効
果
な
ど
の
差
異
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
の
型
の
種
類
は
、
天
竺
震
旦
部
の
考
察
の
範
囲
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
会
話
進
展
型
引
用
文
利
用
型
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
箇
所
集
中
利
用
型
B
C
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
所
散
在
型
　
　
　
D
引
用
文
無
利
用
型
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
語
り
型
　
　
　
　
E
山
場
活
写
末
尾
啓
蒙
体
験
談
話
　
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
朝
仏
法
・
本
朝
世
俗
の
各
部
の
検
討
も
す
ま
せ
た
上
で
『
今
昔
物
語
集
』
全
体
の
引
用
構
造
の
様
相
を
整
理
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
竺
部
で
は
、
人
を
語
る
こ
と
か
ら
事
柄
を
語
る
こ
と
へ
、
語
り
の
姿
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
移
っ
て
い
っ
た
様
相
を
看
取
し
た
。
震
旦
部
に
お
い
て
は
、
夢
を
語
り
冥
　途
を
語
る
こ
と
に
、
即
ち
日
常
性
を
離
れ
た
異
常
体
験
を
語
る
こ
と
に
特
に
集
中
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
震
旦
部
の
特
色
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
体
験
の
主
体
は
さ
し
て
問
題
に
さ
れ
ず
、
体
験
そ
の
も
の
の
特
異
性
i
何
を
体
験
・
見
聞
し
た
の
か
一
が
関
心
の
中
心
で
あ
る
。
夢
に
し
ろ
蘇
生
体
験
に
し
ろ
き
わ
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
語
ら
れ
て
は
じ
め
て
他
の
人
と
共
有
で
き
る
。
語
り
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
客
観
的
に
存
在
し
得
る
の
が
、
、
夢
や
蘇
生
者
の
冥
途
体
験
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
う
い
う
異
常
体
験
の
語
り
の
形
式
は
固
定
化
・
類
型
化
の
傾
向
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
震
旦
部
の
夢
語
り
・
冥
途
語
り
の
引
用
構
造
の
実
態
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
以
上
で
、
震
旦
部
の
引
用
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
天
竺
部
の
引
用
構
造
と
は
差
異
が
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
更
に
本
朝
部
に
考
察
を
進
め
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
構
造
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
後
考
を
期
し
た
い
。
（
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）
（
1
）
小
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和
明
「
今
昔
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語
集
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部
の
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成
と
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」
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学
教
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要
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人
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学
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5
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他
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小
峯
氏
の
前
記
論
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び
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の
　
　
注
に
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理
紹
介
さ
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い
る
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で
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く
り
か
え
さ
な
い
。
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拙
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「
『
今
昔
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語
集
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体
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今
昔
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装
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と
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較
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先
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天
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①
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②
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